
 

 

 

 

 

３月７日に高等部卒業生２０名が卒業しました。卒業生の進路先は以下のようになっております。 

日々の授業や実習で学んだこと、学校生活や家庭生活の一つ一つの積み重ねが進路へとつながったことと

思います。今年度、企業就労は７名、福祉就労は１３名となっています。 

 

令和６年度 進路状況【高等部】 

種 別 進  路  先 

企 業  フレスコキクチ北店・東原町店  カインズ原町店 

カワチ薬品相馬店  相馬郵便局 

薬王堂山元 SC店  ヨークベニマル相馬黒木店 

就労継続支援 B型 スマイルセンター ミッキーズハウス    工房もくもく 

ビーンズ    あさ家    フュージョンアグリ 

生活介護 スマイルワークエール   あーす 

 

社会生活で大切なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

「障害者雇用とは・・・」 
本校の卒業生の企業就労は、「障害者雇用」という枠で就労しています。「障害者雇用」とは、障害者等

が希望や能力、適性に応じた雇用の場に就き、地域で自立した生活を送ることができるような社会の実現

を目指す雇用です。また、雇用形態は、契約社員、パートなど様々です。実際、地域の企業の「障害者雇

用」は、すべての企業が障害者雇用をしているとは限りません。福島県の最低賃金は、令和６年１０月に

９００円から９５５円に引き上げされました。それにより、企業から求められる力は大きくなっていると

言われています。 

進路だより 
福島県立相馬支援学校 

進路指導部 
令和７年３月１８日発行 

 

相双障害者就業・生活支援センターから 

〇簡単に休まない 

〇挨拶・報告・連絡・相談 

〇目標をもつ 

〇自分にできることを増やし、 

自信をもつ 

 

進路は、小学部段階から始まり、仕事を「休まない」ためにできることは、 

「早ね早おき」など日々の基本的な生活習慣です。 

挨拶やルールなど、すべて小学部からの一つ一つの積み重ねが大切だと思います。 

＊企業就労、福祉就労（就労継続支援 B型、生活介護等）ともに、社会生活で大切なことです。 

高等部卒業生の進路について 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

  

卒業後のアフターケアとは、卒業生に対する支援を積極的に行い、職場勤務や福祉サービス事業所で

の生活の定着を図ります。 その期間は、２年間を目安としています。４月上旬、産業現場等における実習

中や夏季休業中など必要に応じて行っています。卒業した生徒達を今後も見守っていきます。 

   

「卒業後のアフターケア」 

  
               「個別の移行支援会議とは・・・」 

高等部卒業後、福祉サービス事業所を利用する生徒について、学校での様

子、合理的配慮事項などの情報を卒業後の関係機関に伝えます。学校生活から

社会生活に移行し、安定した生活を図るための大切な会議となっております。会

議には、本人、保護者、利用する事業所、相談支援事業所、担任、進路担当が参

加し、その際に、利用について申請の手続きの確認もしております。今年度は、２

月に実施し、生徒一人一人の情報をお伝えし、本人も卒業後のイメージをもつこ

とができました。 

  

「ハローワーク相双の見学」 

高等部１年１組では、「ハローワーク相双」に校外学習に行きました。生徒たちは、見学や

職員の方による説明を通して、ハローワークの役割やできることを知ることができました。ま

た、求人検索の体験をした際には、自分の住んでいる地域や希望する職種などの条件を加えて

検索しました。体験した生徒からは、「思ったよりも沢山の仕事があった。」と感想が聞かれま

した。見学の後は、「働くために必要なこと」をテーマに職員の方から講話をしていただきま

した。働くために必要な力や、それらを身に付けるために今から取り組むべきことなどについ

て話をいただいたことで、生徒たちは普段の学校生活を見直し、学習したことを実践しようと

する姿が見られました。 

今回学んだことを今後の生活に生かし、目標とする進路実現のために自分の課題を見つけ、

改善し向上していくことができるように頑張ってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

４月から社会生活
スタート！ 


